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『
あ
さ
ぎ
り
町
の
歌
』

作
詞　

石
原　

一
輝　

作
曲　

田
山　

み
ゆ
き

一　

霧
に
抱
か
れ
て　

母
な
る
郷
は

　
　

さ
く
ら
吹
雪
の　

夢
の
ま
ち

　
　

昇
る
朝
日
に　

し
あ
わ
せ
ね
が
い

　
　

つ
ど
う
人
の
和　

笑
顔
の
輪

　
　

心
ふ
れ
あ
う　

あ
さ
ぎ
り
町
は

　
　

希
望
あ
ふ
れ
て　

か
が
や
い
て

二　

太
鼓
ま
つ
り
に　

息
づ
く
誇
り

　
　

四
季
も
華
や
ぐ　

花
の
ま
ち

　
　

い
の
ち
育
む　

大
地
の
み
の
り

　
　

く
ら
し
讃
え
て　

癒
さ
れ
て

　
　

緑
ま
ぶ
し
い　

あ
さ
ぎ
り
町
は

　
　

明
日
め
ざ
し
て　

と
き
め
い
て

三　

飛
沫
舞
い
ち
る　

球
磨
川
流
れ

　
　

め
ぐ
む
自
然
の　

風
の
ま
ち

　
　

絆
む
す
ん
で　

ち
か
ら
を
合
わ
せ

　
　

若
さ
燃
え
た
つ　

匂
い
た
つ

　
　

文
化
愛
し
い　

あ
さ
ぎ
り
町
は

　
　

未
来
ひ
ら
い
て　

羽
ば
た
い
て

▲　表彰を受ける恒松忠義さん（右）

決意を新たにする愛甲町長　▶
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丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
、
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
イ
ベ
ン

ト
を
10
周
年
記
念
行
事
と
し
て
実
施
し
た
り
、
懐
か
し
の

写
真
展
や
住
民
参
加
型
の
植
樹
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
小
野
泰
輔
熊
本
県
副
知
事
、
金
子
恭

之
衆
議
院
議
員
、
松
村
祥
史
参
議
院
議
員
、
緒
方
勇
二
県

議
会
議
員
、
田
中
信
孝
人
吉
市
長
、
松
本
照
彦
多
良
木
町

長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
こ
れ
ま
で
あ
さ
ぎ
り
町
の
町
政
の
発
展
、
福

祉
の
増
進
に
貢
献
を
さ
れ
た
１
４
０
人
を
対
象
に
表
彰
が

あ
り
、
各
分
野
を
代
表
し
て
６
人
に
愛
甲
町
長
か
ら
表
彰

状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
海
上
自
衛
隊
佐
世
保
音
楽
隊
の
演

奏
で
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

４
月
14
日
、
あ
さ
ぎ
り
町
が
合
併
し
て
10
年
が
経
過
し

た
こ
と
を
記
念
し
て
、
あ
さ
ぎ
り
町
合
併
10
周
年
記
念
式

典
が
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

永
い
歴
史
と
伝
統
に
育
ま
れ
て
き
た
旧
上
村
、
旧
免
田

町
、
旧
岡
原
村
、
旧
須
恵
村
、
旧
深
田
村
が
平
成
の
大
合

併
の
県
下
第
一
号
と
し
て
、
新
生
あ
さ
ぎ
り
町
が
歴
史
的

な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
か
ら
本
年
４
月
で
満
10
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　

あ
さ
ぎ
り
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
若
さ
あ
ふ
れ
る
演
奏
で
ス
タ
ー
ト
。

　

合
併
10
周
年
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
、『
あ
さ
ぎ
り
町

の
歌
』
を
作
詞
さ
れ
た
、
石
原
一
輝
さ
ん
と
作
曲
を
さ
れ

た
田
山
み
ゆ
き
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
、
田
山
さ
ん
の
伴
奏
と

吹
奏
楽
部
の
歌
声
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
愛
甲
町
長
は
10
年
間
の
取
り
組
み
を
振
り
返

り
、
光
回
線
網
に
よ
る
情
報
環
境
の
整
備
、
統
合
し
た
あ

さ
ぎ
り
中
学
校
の
開
校
な
ど
を
あ
げ
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
の
柱
と
し
て
、『
若
い
ま
ち
、
豊
か
な
ま
ち
、
幸

せ
感
じ
る
あ
さ
ぎ
り
町
』
の
実
現
を
目
指
し
、
町
職
員
一

『あさぎり町の歌』作詞、作曲者の紹介
　歌詞は全国公募の中から石原一輝さん（東京都西東京市在住）
が選ばれました。曲は、旧深田村出身で現在音楽活動をされて
いる田山みゆきさん（東京都立川市在住）が作曲されました。

～石原さんからのメッセージ～
　「合併 10 周年おめでとうございます。採用していただいて、光栄
に思います。あさぎり町のホームページを見て、自然豊かで名所がた
くさんあり、これからの新しい一歩を踏み出す思いで書きました。今
回あさぎり町に来て、その思いが強くなりました」

～田山さんからのメッセージ～
　「合併 10 周年おめでとうございます。歌詞をいただいた時から、
この歌詞にはこの曲しかないと思って作りました。町の活性化につな
がるといいなと思います」

田山さんは謝礼の一部を町に寄付されました。
▲　田山みゆきさん（前列左）石原一輝さん
　（前列右）

▲　すばらしい演奏で盛り上がりました
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N e w s あさぎり

　　　春の全国交通安全運動を実施

　　　　　　　白髪岳を守る山の会

交通安全推進大会交通安全推進大会

２１年間の功績を称えて　２１年間の功績を称えて　

ＪＡくま苺部会とメロン部会が食材提供学校給食で地産地消学校給食で地産地消

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
４
月
６
日
か
ら
４

月
15
日
ま
で
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
運
動
の
重
点
項
目
は
、
自
転
車
の
安
全

利
用
の
推
進
、
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
、
飲

酒
運
転
の
根
絶
の
３
点
で
し
た
。

　

４
月
10
日
は
『
交
通
事
故
死
亡
ゼ
ロ
を
目
指
す

日
』
と
し
て
、
午
前
９
時
か
ら
ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア

モ
リ
（
免
田
西
）
の
駐
車
場
に
お
い
て
、
多
良
木

警
察
署
・
交
通
指
導
員
・
交
通
安
全
母
の
会
・
身

体
障
が
い
者
福
祉
協
議
会
と
、
清
水
保
育
園
（
18

人
）・
早
苗
保
育
園
（
18
人
）
の
園
児
、
総
勢
約

１
０
０
人
が
参
加
し
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
保
育
園
児
が
啓
発
用

の
グ
ッ
ズ
と
チ
ラ
シ
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し

ま
し
た
。

　

４
月
23
日
に
、
白
髪
岳
を
守
る
山
の
会
（
豊
永

正
紀
会
長
）
が
環
境
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り
自
然
環
境
の
保

全
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
功
績
を
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　

同
山
の
会
は
山
の
環
境
を
守
っ
て
い
き
た
い

と
、
平
成
４
年
４
月
に
設
立
。
皆
が
山
に
登
り
や

す
い
よ
う
に
と
、
登
山
道
の
清
掃
や
、
看
板
、
樹

木
名
盤
の
設
置
、
ま
た
合
併
後
は
、
町
内
に
あ
る

高
山
、
黒
原
山
の
遊
歩
道
や
登
山
道
の
整
備
、
清

掃
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

豊
永
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
い
た

だ
い
た
賞
で
す
。
今
後
も
、
森
林
管
理
所
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
現
在
の
活
動
を
維
持
し
活
性
化

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

４
月
10
日
、
Ｊ
Ａ
く
ま
あ
さ
ぎ
り
苺
部
会
（
上

原
数
馬
部
会
長
）
か
ら
、
４
月
24
日
に
は
同
あ
さ

ぎ
り
メ
ロ
ン
部
会
（
深
水
久
士
部
会
長
）
か
ら
、

町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
地
元
産
の
お
い
し
い
苺

と
メ
ロ
ン
が
無
償
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
Ｊ
Ａ
く
ま
が
地
産
地
消
へ
向
け
た
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
地
元
で

採
れ
た
旬
の
食
材
を
食
べ
て
ほ
し
い
と
提
供
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

受
け
取
っ
た
松
尾
教
育
長
は
「
地
元
の
生
産
者

の
人
た
ち
の
好
意
を
受
け
止
め
て
お
い
し
く
食
べ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
、
次
の
日
に
デ
ザ
ー
ト
と
し
て
ふ
る

ま
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
で
食
べ
て
い
ま

し
た
。

▲　おいしそうに
　食べていました

▶　

い
た
だ
い
た
イ
チ

　

ゴ
は
輝
い
て
ま
し
た

▲　立派なメロンをありがとう
　ございます

▲　「安全運転を！」とドライバーへ

▲　表彰状を手にする豊永会長（右）と蓑田事務
　局長（左）
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N e w s あさぎり

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

小野泉さんが旭日単光章を受章小野泉さんが旭日単光章を受章

行政相談委員の谷口さんに感謝状行政相談委員の谷口さんに感謝状

　　　　　　　　　　　蓄光テープ寄贈 あさぎり町防災協力会 あさぎり町防災協力会
　

中
学
生
が
安
全
に
登
下
校
で
き
る
よ
う
に
、
4

月
8
日
、
丸
昭
建
設
か
ら
新
一
年
生
（
１
４
７
人
）

へ
、
4
月
24
日
に
は
、
あ
さ
ぎ
り
町
防
災
協
力
会

（
松
村
陽
一
郎
会
長
、
29
社
）
か
ら
、
２
・
３
年
生

（
３
２
９
人
）
へ
『
蓄
光
テ
ー
プ
』
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

蓄
光
テ
ー
プ
は
、
光
を
た
め
て
暗
い
と
こ
ろ
で

光
を
放
つ
も
の
で
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
付
け
た
り
、

自
由
に
カ
ッ
ト
し
て
使
え
る
の
で
、
余
っ
た
分
は

自
転
車
の
サ
ド
ル
や
後
部
に
付
け
て
使
用
し
ま

す
。

　

受
け
取
っ
た
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
の
谷
水
悟
校
長

は
、「
多
く
の
生
徒
が
登
下
校
や
週
末
の
部
活
動

で
自
転
車
を
利
用
し
ま
す
。
交
通
安
全
が
一
番
大

事
。
高
価
な
も
の
を
い
た
だ
い
て
と
て
も
あ
り
が

た
い
。
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
小
野
泉
さ
ん
（
植
の
里
）
が
長
年
の

功
績
を
認
め
ら
れ
、
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
、

町
長
か
ら
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
野
さ
ん
は
、
昭
和
39
年
に
旧
深
田
村
職
員
と

な
り
、
議
会
事
務
局
長
、
税
務
課
長
を
経
て
、
昭

和
58
年
４
月
に
旧
深
田
村
議
会
議
員
に
就
任
。
平

成
３
年
５
月
か
ら
の
４
年
間
は
、
議
長
と
し
て
、

議
会
の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
し
地
方
自
治
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
野
さ
ん
は
「
地
域
の
方
、
職
員
の
皆
さ
ん
の

協
力
が
あ
っ
て
今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
亡

く
な
っ
た
妻
も
喜
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
」
と
か
ん

が
い
深
く
話
し
ま
し
た
。

▲　生徒たちの安全のために大切に使わせていただきます

▲　勲記を手にする小野さん（右）

▲　感謝状を手にする谷口さん（右）

　

行
政
相
談
委
員
と
し
て
９
年
２
カ
月
間
活
躍
し

た
、
谷
口
裕
子
さ
ん
（
八
幡
町
）
に
総
務
大
臣
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
４
月
23
日
に
、
あ
さ
ぎ
り
町

役
場
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
身
近
な
地
域
の
相
談
役
と

し
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
等
の
相
談

に
応
じ
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
助
言
や
関
係
行
政

機
関
等
に
対
す
る
通
知
な
ど
の
仕
事
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
行
い
ま
す
。

　

伝
達
式
で
は
、
熊
本
行
政
評
価
事
務
所
の
上
村

司
所
長
が
谷
口
さ
ん
に
感
謝
状
を
手
渡
し
「
女
性

な
ら
で
は
の
き
め
細
か
い
対
応
で
、
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
退
任
さ
れ
る
の
が
惜
し
ま
れ
ま

す
」
と
活
躍
を
た
た
え
、
谷
口
さ
ん
は
「
難
し
い

事
案
も
あ
り
、
大
変
で
し
た
が
周
り
の
皆
さ
ん
に

感
謝
し
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。
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N e w s あさぎり

　　　　第11回健康ウォーキング大会くまモンと遠山桜を楽しみながらくまモンと遠山桜を楽しみながら

▲　大人気くまモンと記
　念撮影

◀　満開の桜の下で、ハ
　イ、チーズ

　

４
月
13
日
に
第
11
回
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
が
、
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
を
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー

ル
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
キ
ロ
と
10
キ
ロ
コ
ー
ス
に
、
あ
わ
せ
て

１
５
０
名
以
上
が
申
し
込
み
、
く
ま
モ
ン
体
操

で
身
体
を
ほ
ぐ
し
た
あ
と
、
絶
好
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
日
よ
り
の
な
か
『
遠
山
桜
』
を
め
ざ
す
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
途
中
の
釈
迦
堂
で
は
『
甘
茶
』
の
ふ

る
ま
い
や
ふ
る
さ
と
案
内
人
に
よ
る
歴
史
講
話
、

遠
山
桜
ま
つ
り
会
場
で
は
、
地
元
関
係
者
の
ご

協
力
に
よ
る
『
お
漬
物
』
な
ど
が
ふ
る
ま
わ
れ
、

く
ま
モ
ン
と
の
記
念
撮
影
を
楽
し
み
な
が
ら
全

員
元
気
に
完
歩
し
て
い
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
し
た
後
は
、
お
楽
し
み
抽
選
会
や
射

的
、
バ
ザ
ー
も
あ
り
、
大
盛
り
上
が
り
の
一
日

で
し
た
。

お問い合わせ先　あさぎり町　保健環境課　☎45-7216

あさぎり四季物語２０１３初夏
第１２回健康ウォーキング大会

　今回は、天子の水公園で開催される花菖蒲祭りや、ツクシイバラををめぐる大会を計画しました。当
日は様々な催しや、地元の物産販売など行われます。
　「健康は　あなたと町の　たからもの」お気軽にご参加ください。

　開 催 日　６月２日（日）
　　　　　　受付時間　午前８時～８時20分　出発式　午前８時30分（小雨決行）
　場　　所　あさぎり町深田せきれい館　スタート・ゴール
　　　　　　ゆったりコース（５㎞）　午前９時 30 分スタート
　　　　　　　５㎞を２時間かけて歩く、ゆっくり景色を楽しむコース
　　　　　　健脚コース（10㎞）　午前９時スタート
　　　　　　　10㎞を２時間 30 分～３時間かけて歩くコース
　駐 車 場　あさぎり町深田せきれい館駐車場を予定。（駐車場での事故、盗難等については、一切責

任を負いかねます。）
　参 加 費　いずれのコースも一般 300 円、高校生以下 100 円、小学生以下無料（いずれも保険料込み）

です。
　参加資格　健康な人ならどなたでも参加できます。ただし、小学校低学年以下は保護者、介助の必

要な方は介助者の同伴が必要です。
　申込方法　役場保健環境課及び各支所で、５月 10 日（金）から５月 24 日（金）まで受け付けます。

備え付けの参加申込書にご記入のうえ、参加費を添えて申し込んでください。申込者には
後日、案内状を送付します。事前にお知らせいただければ、本庁舎のみですが休日でも申
し込みを受け付けます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主催　　あさぎり町健康ウォーキング大会実行委員会

＊この大会は、健康ポイント「２点」
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　平成 25 年度第１回目の区長会がポッポー館で開催され、区長会長に大西定志さん（堀角）が再任
されました。
　今年度は、53 名中 33 名が新しく区長となりました。新区長を代表して田中昭夫さん（井上）に愛
甲町長から委嘱状が交付されました。
　区長は、区民を代表して町が行う事業等に関する申請や連絡調整を行い、健全な区行政の運営に携
わっていきます。区長は次の方々です。（敬称略、★は新区長）

村山　勝芳
永里

★橋口　　一
上西別府

★野々𦚰正巳
上永里

★宮﨑　　強
下西別府

★尾方　司郎
榎田

大西　定志
堀角

★上渕　憲一
塚脇

★齊藤　幸寛
今井

★宮本　幹夫
清水

★髙山　憲二
柳別府

久保田俊郎
下永里

★田中　昭夫
井上

久保　孝王
神殿原

区長会会長
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山田　宗正
秋時

北川　　照
久鹿

那須　　勝
八幡町

★中村　　司
平和

皆越九八郎
皆越

徳田　正明
二子

皆越　和幸
石坂

★荒木　昭二
築地

免田聖一郎
黒田

★川嶋　正輝
本町

★鶴田　稔彦
狩所

★嘉村　記念
吉井

桑原　誠吾
永才

★平川　雄二
宮麓

★松原　親敏
麓

金山　通輝
吉井住宅

尾方球三郎
下乙

★橋本　正照
熊野

南　　俊暢
大正町

府鳥　唯雄
永山

区長会副会長
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鏡　　與德
福留

★北川　　武
阿蘇

★多田喜一郎
植の里

★栄村　祥𠮷
桧山

★上原　政男
永岡

★田原　茂久
寺池

★岩水　國昭
仁王

★𡈽肥　敬介
別府

★尾方　光秀
岡麓

★村山　克之
古草城

★溝田　　勇
斉堂

椎葉　光信
明廿

★坂本　慶助
内山

★田中　　幸
下里

★生田　賢治
開墾

★中神　　啓
屯所

★谷口　悦朗
覚井

★橋口　昭助
新

★白柿　洋征
庄屋

★福元　敏夫
竹野

区長会副会長 区長会副会長

区長会副会長
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あさぎり町スポーツフェスティバルさわやかに親睦深めるさわやかに親睦深める

　

４
月
21
日
に
あ
さ
ぎ
り
町
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ

レ
ー
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
の
３
種
目
に
約

１
５
０
０
人
が
参
加
し
、
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

　

各
地
区
対
抗
で
行
わ
れ
、
免
田
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
高
山
総
合
運
動
公

園
体
育
館
な
ど
９
会
場
で
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

４
月
28
日
に

須
恵
文
化
ホ
ー

ル
で
桜
月
流
花

扇
会（
花
扇
桜
月

代
表
、
本
名
：
柳

川
さ
つ
き
さ
ん
）

に
よ
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。今
年
で
12
回
目
を
迎
え
た
シ
ョ
ー
は
、日
舞
や
フ
ラ

メ
ン
コ
な
ど
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
益
金
の
一
部
を
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。い
た
だ
い
た
寄
附
は
、地
域
の
福

祉
活
動
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
４
月
25
日
の
あ
さ

ぎ
り
町
議
会
第
１
回
会
議
で
、

任
命
同
意
を
得
て
、
矢
野
幸
代

さ
ん
（
仁
王
）
が
教
育
委
員
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

矢
野
さ
ん
は
「
ま
だ
何
も
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
周
り
の
方
々

の
力
を
借
り
て
、
自
分
な
り
に

子
ど
も
た
ち
の
力
に
な
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
今
後
の

意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

2013　スポーツフェスティバル結果
☆ソフトボール
　　　　　　　　　　　１位　　２位　　３位
　　免田東パート　　　今井　　宮麓　　吉井
　　免田西パート　　　覚井　　下里　　古草城
　　高山パート　　　　熊野　　竹野　　永岡
　　上パート　　　　　庄屋　　永山　　石坂

☆ビーチボールバレー
　　　　　　　　　　　１位　　２位　　　３位
　　５０歳以上男子　　永里　　榎田　　下永里、永岡
　　５０歳以上女子　　石坂　　永山　　植の里、別府
　　４９歳以下男子　　吉井　　黒田　　神殿原、新
　　４９歳以下女子　　今井　　石坂　　平和、庄屋
☆ミニバレー
　　　１位　　　２位　　　３位
　　　今井　　　八幡町　　熊野、永岡

ソフトボール

ビーチボールバレービーチボールバレー ミニバレーミニバレー

N e w s あさぎり

益金の一部を寄附
桜月流　花扇会チャリティーショーよろ

しくお願いしますよろ
しくお願いします

ソフトボール
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　４月 13、14 日に『遠山桜まつり』を開催いたしました。このイベントは、あさぎり町須恵の松尾集落の方の
手作りの祭りとして、『遠山桜』を見に来られた方に少しでも楽しんでもらおうと始められたもので、今年が８
回目となります。今回も、熊本県立大学の学生などボランティアスタッフの協力のもと、見学者の安全確保の
ため一方通行等の交通規制を行い、須恵文化ホールからシャトルバスを運行しました。また、須恵文化ホール
と遠山桜周辺の２ヶ所に分かれて物産販売なども行いました。見に来られた方は「桜も素晴らしいけど、周り
のこの景色や、地元の方のあたたかさがまた素晴らしい」とあさぎり町の雄大な自然、集落の方のおもてなし
に感動しておられ、心も体も大満足の様子でした。

　今年度も『マイ球磨焼酎つくり体験オーナー制度』を行います。この取り組みは、球磨焼酎を作るために『田
植え』から『焼酎仕込み』まですべてを手作業で行うもので、約 500 年の歴史を誇る球磨焼酎つくりを体験で
きるものです。
　また今年もアイガモ農法で米作りに取り組み、ふるさと振興社のホームページにてアイガモの様子を『ライ
ブカメラ』で 24 時間配信します。（※放映開始予定は６月上旬です。）
　６月 16 日（日）には田植え体験を行う予定ですので、参加（オーナー）を希望される方は事務局までお問い
合わせください。

～グリーン・ツー
リズム便り～あさぎり

グリーン
ツーリズム

    お問い合わせ先
 あさぎり町グリーン・ツーリズム研究会事務局　☎47-0590
 （あさぎり町ふるさと振興社内）
 マイ球磨焼酎つくりオーナー制度　☎45-1055（あさぎり銘酒会代表　奥添酒店）
 焼酎オーナーHP： http://www.shochu.jp/

～天空に咲く桜でお花見～

～マイ球磨焼酎づくり体験オーナー制度～

お問い合わせ先　　あさぎり町婚活支援事務局　　☎49-9211
　　　　　　　　　　（あさぎり町商工観光課　ポッポー館内）
　　　　　　　　　メールアドレス　asagiri-konkatsu@ezweb.ne.jp

６月は鹿児島水族館へのドライブです！

日　　時　　　６月15日（土）【40歳以上の男性】
　　　　　　　６月23日（日）【30歳代の男性】

※女性の方は年齢に関係なく、希望される年
　代のイベントに参加頂けます。

集合場所　　　参加が確定された方に直接お知らせします。
内　　容　　　鹿児島水族館＆ドライブ
募集人員　　　男女各４人以内
参加費（予定）　男性３，０００円
　　　　　　　女性２，５００円
※参加者の状況や他町村との合同イベントにより内容等が変更になる場
合がありますのであらかじめご了承ください。

　今後も毎月２回程度イベントを開催
予定です。内容が決まりましたら「あ
さぎり町ホームページ」で告知をしま
すのでチェックしてみてください。
　イベントは通常 30 歳代・40 歳代以
上に分かれて開催しています。
　心身共に健康で婚活に興味がある町
内の 55 歳までの独身者の方は、この
機会にぜひご登録ください !!
　会員登録をいただければ、毎月事務
局からイベント情報をメールでお届け
します。
　あさぎり町の婚活支援に関するお問
い合わせは事務局までご連絡ください。

あさぎり町婚活支援通信　その31

　今回は６月の交流イベントのお知らせとなります。今回は少し足を延ばして鹿児島へ「水族館＆ドライブ」
です。この機会に「そろそろ婚活を始めてみようかな？」と思われたあなた、ぜひご登録されてみませんか？
スタッフ一同皆様からのご連絡お待ちしております！

ふるさと振興社ホームページQRコード
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地
域
医
療
の 　
　

 

で
は

現
場 　
　

医師不足、増え続ける救急外来、
患者ニーズの多様化、超高齢化社会…。
地域医療の現場ではいま、
何が起きているのでしょうか？
上中球磨４町村が設立した自治体病院である
「球磨郡公立多良木病院」は、
地域中核病院の役割を果たしてきました。
私たちがこの地域で、これからも安心して
医療を受けるために、いま私たちに
求められていることとは－。

明日への処方箋
せ ん

【球磨郡公立多良木病院開設町村合同　地域医療特集】

　

医
師
が
い
な
け
れ
ば
、
診
療
は

お
ろ
か
病
院
の
存
続
す
ら
危
ぶ
ま

れ
る
―
。

　

医
師
不
足
は
、
公
立
多
良
木
病

院
だ
け
で
は
な
く
、
全
国
の
自
治

体
病
院
が
抱
え
る
最
重
要
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
、
医
師
が
不
足
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

最
も
大
き
な
要
因
は
、
平
成
16

年
か
ら
導
入
さ
れ
た
『
新
臨
床
医

研
修
制
度
』。
大
学
を
卒
業
し
た

医
学
生
に
は
２
年
間
、
現
場
で
の

実
地
研
修
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
以
前
は
、
必
ず
出
身
大
学

の
医
学
部
で
研
修
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
制
度

が
導
入
さ
れ
、
研
修
先
を
自
由
に

選
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

研
修
医
の
多
く
は
、
自
ら
の
ス

キ
ル
と
臨
床
経
験
を
積
む
た
め

に
、
専
門
性
の
高
い
都
市
部
の
大

病
院
を
選
択
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
医
師
を
派
遣
す
る
大
学
医
局

側
の
人
材
も
不
足
す
る
よ
う
に
な

り
、
派
遣
す
る
医
師
が
激
減
し
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

と
り
わ
け
公
立
多
良
木
病
院
を

は
じ
め
と
す
る
地
方
の
病
院
で

は
、
多
様
な
仕
事
を
こ
な
す
総
合

医
と
し
て
の
役
割
が
求
め
ら
れ
る

た
め
、
専
門
性
を
求
め
る
研
修
医

に
は
敬
遠
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

残
さ
れ
た
医
師
に
は
負
担
が
重
く

の
し
か
か
り
、
激
務
か
ら
心
身
と

も
に
疲
弊
し
た
医
師
は
退
職
し
て

し
ま
う
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。

　

医
師
が
い
な
く
な
る
と
い
う
こ

と
は
、
診
療
が
で
き
ず
収
益
が
上

が
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
そ
の
下

で
働
く
看
護
師
を
は
じ
め
ス
タ
ッ

フ
の
手
が
空
い
て
し
ま
い
ま
す
。

病
院
の
健
全
経
営
は
お
ろ
か
、
存

続
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
る
と
い
う
危

機
的
な
状
況
に
な
る
の
で
す
。

困難を極める
医師確保
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公
立
多
良
木
病
院
は
、
24
時

間
態
勢
の
救
急
外
来
の
受
け
皿

を
担
っ
て
い
ま
す
。
上
球
磨
消

防
署
管
内
で
１
年
間
に
搬
送
さ

れ
る
患
者
数
は
、
年
々
右
肩
上

が
り
に
増
え
続
け
、
平
成
24
年

は
過
去
最
高
の
１
４
４
８
人
を

記
録
し
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
１
）。

　

こ
れ
は
管
内
４
町
村
に
住
む

23
・
７
人
に
１
人
と
い
う
高
い

数
値
で
、
全
国
平
均
の
24
・
５

人
に
１
人
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

驚
く
べ
き
は
公
立
多
良
木
病
院

が
、
救
急
患
者
の
92
％
を
受
け

入
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
。
残

り
の
８
％
は
人
吉
市
の
病
院
や

防
災
ヘ
リ
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を

含
む
熊
本
市
内
へ
の
搬
送
で
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
報
道
さ

れ
て
い
る
「
受
け
入
れ
拒
否
」

や
「
た
ら
い
回
し
」
の
事
実
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
救
急
搬
送
を
含
む
公

立
多
良
木
病
院
の
救
急
外
来
を

受
診
し
た
患
者
数
も
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
２
）。
平

成
24
年
は
、
平
成
20
年
と
比
べ

る
と
年
間
で
約
２
４
０
０
人
増

え
、
９
５
７
０
人
（
延
べ
数
）

が
救
急
外
来
を
受
診
し
ま
し
た
。

　

公
立
多
良
木
病
院
で
は
、
時

間
外
の
搬
送
や
救
急
外
来
の
患

者
を
当
直
勤
務
の
医
師
が
受
け

持
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
専

門
外
の
患
者
に
対
し
て
も
適
切

な
処
置
が
で
き
る
よ
う
、
当
直

以
外
の
医
師
も
待
機
し
、
セ
カ

ン
ド
コ
ー
ル
（
呼
び
出
し
）
に

も
対
応
し
て
い
ま
す
。

7,186

8,533 8,439

9,570

8,599

公立多良木病院の救急外来患者延べ数
〔グラフ２〕

10,000

9,000

救急外来患者延べ数

8,000

7,000

0
H20 H21 H22 H23 H24

　上球磨消防署では昨年、救急出動件数が 1,532 件にのぼり（う
ち搬送件数は 1,448 人）、過去最高となりました。年齢別では 65
歳以上の人が 69％と最も多く、月別では 12月から 2月にかけて
の冬場が最も多い。
　私たち救急救命士は、医療行為に制限があるので、少しでも早
く患者さんを医師に引き渡したい。特に心疾患や脳疾患などは時
間との闘いで、もしも公立多良木病院がなければ、搬送先は一番
近くて人吉市。プラス20分を要するので、命の危険に関わります。
救命士として近くの場所に中核病院があり、搬送先が確保されて
いるという安心感がありますが、それは決して『当たり前』のこ
とではない。救急車をタクシー替わりに使ったり、患者さんが「県
外の病院に行ってくれ」と言われたりしたケースもありました。
　本当に救急車を必要とする患者さんや受け入れる病院の人たち
にも迷惑が掛かるので、適正利用を心がけて欲しいですね。

地域医療特集 「明日への処方箋
せ ん

」

増え続ける
　救急搬送
　救急外来受診

INTERVIEW

上球磨消防署消防課

前田 憲二
救急救命士

Kenji
Maeda

搬送先が確保されていることは
『当たり前』ではない

上球磨消防署管内（湯前町・あさぎり町・多良木町・水上村）の
総人口と救急搬送人員の推移
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1,400

1,300
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救急搬送

〔グラフ１〕
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現
在
、
地
域
医
療
が
抱
え
て

　
　

い
る
問
題
は
？

　

医
師
確
保
。
こ
れ
が
病
院
を
運

営
す
る
上
で
、
最
も
重
要
な
問
題

で
す
。
当
院
は
24
時
間
救
急
外
来

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
「
た
ら
い
回
し
」
を
す
る
よ

う
な
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
医
師
の
数
が

今
以
上
に
減
る
と
、
24
時
間
体
制

が
破
た
ん
す
る
可
能
性
が
生
じ
ま

す
。
今
は
ま
だ
な
ん
と
か
対
応
で

き
て
い
ま
す
が
、
す
で
に
限
界
に

近
い
状
態
に
来
て
い
ま
す
。

　
　

公
立
多
良
木
病
院
が
健
全
経

　
　

営
を
続
け
て
い
る
要
因
は
？

　

幸
い
今
ま
で
は
、
そ
の
よ
う
な

実
績
を
残
し
て
い
ま
す
が
、
あ
く

ま
で
過
去
形
。
こ
れ
か
ら
先
は
ど

う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。
医
師
を

確
保
す
る
こ
と
は
収
益
以
前
の
問

題
で
、
最
重
要
課
題
。
こ
れ
ま
で

職
員
が
ハ
ー
ド
な
仕
事
に
耐
え
、

よ
く
頑
張
っ
て
き
た
。
特
に
ド
ク

タ
ー
に
は
敬
意
を
表
し
た
い
。
医

師
が
減
る
と
当
直
の
回
数
も
増
え

る
し
、
一
人
に
か
か
る
負
担
が
大

き
く
な
っ
て
く
る
。
ド
ク
タ
ー
は

当
直
以
外
の
日
で
も
セ
カ
ン
ド

コ
ー
ル
（
呼
び
出
し
）
が
か
か
っ

て
く
る
の
で
、
実
際
に
は
３
６
５

日
拘
束
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

ハ
ー
ド
な
仕
事
を
よ
く
こ
な
し
て

き
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　

今
後
ま
す
ま
す
加
速
す
る
高

　
　

齢
化
社
会
で
医
療
を
提
供
す

る
た
め
の
新
た
な
取
り
組
み
は
？

　

こ
れ
ま
で
継
続
し
て
き
た
付
属

施
設
と
し
て
の
老
健
施
設
、
予
防

医
学
と
し
て
の
健
診
事
業
、
高
齢

者
を
包
括
的
に
ケ
ア
す
る
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
病
院
だ

け
で
な
く
介
護
分
野
と
連
携
し
て

進
め
て
い
く
。
急
性
期
医
療
と
し

て
の
病
院
と
い
う
だ
け
で
は
な

く
、
高
齢
化
社
会
で
は
慢
性
期
の

患
者
さ
ん
を
ケ
ア
し
て
い
く
こ
と

も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
４
月

か
ら
新
た
に
在
宅
医
療
セ
ン
タ
ー

を
作
り
、
訪
問
、
在
宅
医
療
の
体

制
を
強
化
し
て
い
く
計
画
で
す
。

そ
の
中
で
開
業
医
の
先
生
方
と
協

力
で
き
る
部
分
が
あ
れ
ば
喜
ん
で

協
力
し
た
い
。
競
っ
た
り
、
独
占

し
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
く
、
こ

の
活
動
を
通
じ
て
地
域
全
体
の
医

療
に
貢
献
す
る
と
い
う
の
が
一
番

の
目
的
で
す
。

　
　

地
域
医
療
を
存
続
し
て
い
く

　
　

た
め
に
、
私
た
ち
住
民
に
で

き
る
こ
と
は
？

　

こ
の
地
域
の
圏
外
受
診
率
は
、

熊
本
市
の
中
心
部
を
除
き
、
県
内

の
ど
の
地
域
よ
り
も
低
い
と
い
う

デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

地
域
完
結
型
の
医
療
を
提
供
で
き

て
い
る
と
い
う
裏
付
け
に
も
な
り

ま
す
。
患
者
さ
ん
の
中
に
は
「
先

生
、
体
に
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
」
と
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
る
人

も
い
て
、
そ
う
い
う
声
が
ド
ク

タ
ー
に
と
っ
て
励
み
に
も
な
る

し
、「
こ
の
地
域
の
た
め
に
が
ん

ば
ろ
う
」
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
な
り
ま
す
。

　

最
後
に
「
有
志
が
私
財
を
投
じ

て
で
き
た
の
が
、
こ
の
病
院
」
と

い
う
事
実
を
再
認
識
し
、
住
民
の

皆
さ
ん
自
ら
が
先
人
の
高
い
志
を

忘
れ
ず
、
当
病
院
に
誇
り
を
持
ち
、

大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　　病院を支えてきたのは、
　　医師やスタッフのハードワーク
　　　　　「高い志でできた歴史ある病院」を
　　　　　  　再認識し、誇りを持ってほしい

問

問

問

問

球磨郡公立多良木病院企業団球磨郡公立多良木病院企業団

後藤後藤  平明平明
企業企業長長

GotouGotou
HiraakiHiraaki

球磨郡公立多良木病院企業団

後藤 平明
企業長

Gotou
Hiraaki

Top Interview



15

医師不足や高齢化社会に対応しようと、
地域医療の現場では新たな取り組みが
始まっています。

 　

昨
年
３
月
に
厚
生
労
働
省
が
出

し
た
第
６
次
医
療
計
画
で
、
重
点

項
目
に
上
げ
ら
れ
て
い
る
在
宅
医

療
。
団
塊
世
代
の
高
齢
化
な
ど
で
、

ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
高
齢
者
に

対
応
す
る
た
め
に
提
供
さ
れ
る
医

療
で
す
。

　

病
院
で
の
外
来
・
入
院
治
療
で

は
な
く
、
医
師
が
直
接
患
者
の
自

宅
に
出
向
い
て
診
療
を
行
う
『
出

前
診
療
』
で
す
。

　

公
立
多
良
木
病
院
は
４
月
１
日

の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
、
昨
年
４
月

か
ら
こ
と
し
３
月
ま
で
の
１
年

間
、
同
病
院
内
科
部
長
の
春
口
洋

賜
医
師
を
国
内
研
修
に
派
遣
。
鳥

取
県
日
南
町
と
茨
城
県
古
河
市
で

在
宅
医
療
の
現
場
に
入
り
、
実
習

し
ま
し
た
。

　

初
動
体
制
は
、
春
口
医
師
と
看

護
師
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
３
人
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

在
宅
医
療
の
必
要
性
は
？

　

団
塊
世
代
の
高
齢
化
に
よ
り
、
治

療
難
民
、
介
護
難
民
が
増
え
て
く
る

と
い
う
こ
と
。
地
域
医
療
全
体
の
問

題
と
し
て
、
医
師
は
減
る
が
患
者
数

は
増
え
て
い
く
。
病
院
や
施
設
、
病

床
数
な
ど
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
に
も
限

度
が
あ
る
。
溢
れ
た
人
た
ち
を
ど
う

す
る
か
と
な
っ
た
と
き
、
在
宅
で
診

る
以
外
に
方
法
は
な
い
。

　

も
う
一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
担
当
す

る
患
者
さ
ん
が
多
す
ぎ
て
、
一
人
一

人
の
患
者
さ
ん
に
時
間
を
取
る
こ
と

が
で
き
ず
、
説
明
や
意
思
が
う
ま
く

伝
わ
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
ど
こ

か
不
十
分
な
点
が
あ
っ
た
と
思
う

し
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
に
悲
し

い
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
経
験

が
あ
る
。
在
宅
だ
と
、外
来
と
違
っ

て
本
人
や
家
族
の
気
持
ち
な
ど
、

家
庭
の
あ
ら
ゆ
る
状
況
を
把
握
で

カギになるのは

『連携』と『口コミ』
一歩踏み込んだ医療を提供したい

き
る
。
先
端
医
療
の
提
供
は
無
理

か
も
し
れ
な
い
が
、
悩
み
を
聞
い

た
り
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
で
、
一
歩
踏
み
込
ん

だ
、
支
え
に
な
る
よ
う
な
医
療
を

提
供
で
き
る
。

在
宅
医
療
を
進
め
る
上
で
の
カ

ギ
に
な
る
の
は
？

　

１
年
間
の
研
修
を
通
じ
て
感
じ

た
課
題
は
、
経
済
的
な
負
担
と
家

族
が
介
護
で
き
る
状
況
か
ど
う

か
。
そ
の
辺
り
を
ど
う
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
か
。
容
態
が
急
変
し
た

と
き
に
、
入
院
を
補
償
し
て
あ
げ

る
こ
と
も
大
事
。
一
方
、
メ
リ
ッ

ト
も
あ
る
。
入
院
に
な
っ
た
場
合
、

付
き
添
い
が
あ
る
の
で
、
家
族
は

そ
の
間
家
事
が
で
き
な
い
。
在
宅

だ
と
介
護
の
合
間
に
家
事
が
で
き

た
り
、
家
で
最
後
の
看
取
り
を
し

て
満
足
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

取
り
か
か
り
は
、
手
探
り
で

や
っ
て
い
く
し
か
な
い
が
、
か
か

り
つ
け
医
の
先
生
方
に
も
働
き
か

け
、
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
。
広
報
・
啓
発
活
動
も
し
て
い

く
が
、
特
に
高
齢
者
の
耳
に
は
入

り
に
く
い
の
で
、
口
コ
ミ
で
浸
透

し
て
い
く
の
が
一
番
理
想
的
で

す
。

地域医療特集 「明日への処方箋
せ ん

」

INTERVIEW

４
月
ス
タ
ー
ト
の

『
在
宅
医
療
セ
ン
タ
ー
』

公立多良木病院内科部長（副院長）

春口 洋賜
医師

Haruguchi
Hiroshi
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病
院
を
取
り
巻
く
現
状

　

公
立
多
良
木
病
院
は
、
宮
崎

県
の
西
米
良
村
や
椎
葉
村
の
人

達
に
も
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
、

私
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な
病
院

で
す
。

　

こ
の
病
院
を
取
り
巻
く
状
況

を
お
伝
え
し
、
ど
う
し
ら
た
安

定
し
た
病
院
経
営
が
で
き
る
か
、

皆
様
と
共
に
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
ず
1
番
目
は
、
増
え
続
け

る
救
急
搬
送
で
す
。
４
年
前
（
平

成
21
年
）
年
間
約
１
１
５
０
人

で
あ
っ
た
の
が
、
平
成
24
年
は

１
３
０
０
人
と
1
日
あ
た
り
3.5

人
が
救
急
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
に
伴
う
脳
梗
塞
、
脳
出

血
や
骨
折
に
加
え
、
こ
こ
数
年

増
え
て
い
る
の
が
高
齢
者
の
交

通
事
故
で
す
。

　

２
番
目
に
夜
間
や
休
日
の
診
療

が
増
加
し
て
お
り
、
平
成
24
年
で

夜
間
平
均
11
人
、
休
日
も
20
人
程

度
が
診
察
に
来
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
3
番
目
は
、
こ
こ
数
年

全
国
的
な
医
師
不
足
の
影
響
を
大

き
く
受
け
て
、
病
院
の
先
生
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
近
年
最

も
多
か
っ
た
平
成
17
年
の
28
人
か

ら
、
現
在
で
は
18
人
と
大
き
く
減

少
し
て
い
ま
す
。
少
な
い
先
生
で

夜
間
勤
務
を
月
に
２
〜
３
回
（
休

日
出
勤
も
含
め
る
と
３
〜
４
回
）

お
願
い
し
て
い
る
状
態
で
す
。
先

生
た
ち
は
患
者
を
守
る
た
め
に
こ

の
勤
務
に
耐
え
て
お
ら
れ
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
過
酷
な
勤
務
が

続
く
と
、
体
力
の
限
界
と
な
っ
て

他
の
病
院
へ
転
出
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

　

公
立
多
良
木
病
院
は
、
一
般
外

来
・
入
院
治
療
の
他
に
救
急
医
療

や
健
診
セ
ン
タ
ー
、
老
健
施
設
が

あ
り
、
こ
こ
で
働
い
て
い
る
職
員

は
４
４
０
人
で
、
こ
の
地
域
で
は

大
き
な
雇
用
力
が
あ
り
、
地
域
経

済
を
支
え
て
い
る
大
企
業
で
す
。

先
生
が
こ
れ
以
上
減
っ
て
い
く
と

病
院
経
営
が
難
し
く
な
り
、
職
員

の
雇
用
も
確
保
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
私

た
ち
公
立
多
良
木
病
院
を
運
営
し

て
い
る
町
村
（
水
上
村
、
湯
前
町
、

多
良
木
町
、
あ
さ
ぎ
り
町
）
の
住

民
と
し
て
ど
う
し
た
ら
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

私
は
次
の
３
つ
を
提
案
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

①
公
立
多
良
木
病
院
を
自
分
た
ち

の
病
院
と
し
て
し
っ
か
り
と
意

識
す
る
こ
と

　

あ
さ
ぎ
り
町
は
運
営
費
の
約
半

分
を
負
担
し
て
い
ま
す
。
仮
に

赤
字
が
１
億
円
と
な
れ
ば
町
の

負
担
が
５
，０
０
０
万
円
増
え

る
事
に
な
り
ま
す
。

②
昼
間
の
診
療
を
心
が
け
、
夜
間

や
休
日
の
診
療
を
少
な
く
す
る

こ
と

　

こ
こ
が
特
に
お
願
い
し
た
い
と

こ
ろ
で
す
。
先
生
た
ち
の
負
担

軽
減
の
た
め
、
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

③
食
事
や
運
動
に
気
を
付
け
て
、

定
期
的
な
検
診
を
受
け
る
こ
と

　

そ
れ
ぞ
れ
が
健
康
な
生
き
方
に

日
ご
ろ
か
ら
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
町
と
し
て
も
健
康
で
元
気

に
生
活
す
る
運
動
に
取
り
組
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球磨郡公立多良木病院球磨郡公立多良木病院
開設者協議会副会長開設者協議会副会長

愛甲愛甲 一典一典AikouAikou
KazunoriKazunori

球磨郡公立多良木病院
開設者協議会副会長

あさぎり町長あさぎり町長あさぎり町長
愛甲 一典Aikou

Kazunori
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〜
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　人権擁護委員が『あなたのまちの相談相手』
として、人権問題などの相談に応じます。
　料金は無料で、秘密は固く守られますので、
お気軽にご相談ください。

　期日　６月３日（月）
　　　　午前 10時から午後３時まで
　場所　せきれい館

６月１日は人権擁護委員法が施行された日
　　　　『みんなで築こう　人権の世紀　

～ 考えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心 ～』　　　　

　全国人権擁護委員会連合会では、６月１日を「人権擁護委員の日」と定め、この

日を中心として皆さんとともに一層の人権尊重思想の啓発に努めることとしており

ます。

お問い合わせ先　　あさぎり町　町民課　☎45-7213

　　　　　　　人権擁護委員　　（敬称略）

氏　　名 担当校区 電話番号
田中　昭夫 上 ４７－０６７８
石川富貴子 免　田 ４５－１１６２
入口　満　 免　田 ４５－４２６３
上田　昭子 岡　原 ４５－３０２２
恒松　秀行 須　恵 ４５－５２６６
愛甲たづ子 深　田 ４５－２５２２

法務局人吉支局（☎22-3393）と人権擁護
委員はいつでもあなたの相談に応じます

特設人権相談所を開設します

平成 25 年１月１日に恒松秀行さんが、人権擁護
委員として法務大臣から再任されました。

　あさぎり町社会福祉協議会では、弁護士による法律相談を次のとおり実施します。お悩みがございました
らお気軽にご相談ください。
　秘密は厳守されます。

日　　　時　６月12日（水）　午後１時～午後４時（予約制）
場　　　所　ポッポー館
相　談　料　無料（予約後のキャンセルにつきましては、キャンセル料を

ご負担いただく場合がありますのでご了承ください）
相 談 時 間　1人につき３０分

　　　次回は７月10日（水）に『せきれい館』を予定しています

申込 ･お問い合わせ先　　あさぎり町　社会福祉協議会　☎49-4505

無 料 法 律 相 談 所 を 開 設 し ま す
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　あさぎり町では、農業振興を目的とした各種補助金があります。
　平成 25 年度の補助金の一部を紹介します。

補助名 平成 25年度
予算額 事業の内容等 補助率

（予算の範囲内） 備考

畜産振興事業補助金 8,000,000 円
優良牛導入・保留事業・ヘルパー
事業・環境対策事業に対し助成
を行います。

各事業ごと設定

※次号にて
詳細を紹
介予定で
す。

農業共済掛金補助金 5,500,000 円

農作物・畑作物・果樹共済及び
園芸施設共済の各共済掛金に対
し助成します。（関係者には通知
します。）

掛金の 5分の 2
以内 ※下記参照

鳥獣害対策事業補助金 250,000 円

鳥・獣による農作物の被害を防
止し、農家経営の安定を図るた
め施設等の設置に要する経費に
対し助成を行います。

経費の 3分の 1
以内

※平成 25年度から農業共済掛金補助金予算が半額となっております。これは農業共済加入により経営所得
安定対策事業からの助成金が交付されることから減額するものです。ご理解とご協力をお願いします。

平成25年度　あさぎり町農業振興補助金のお知らせ

～あさぎり町では、次の町有財産の売却を予定しています～
売払方法　　一般競争入札
申込資格　　転売を目的としない方
申込期間　　５月２０日（月）～６月２８日（金）
申込方法　　所定の様式により会計課へご提出ください。
　　　　　　[様式は会計課に用意していますが、町ホームページか
　　　　　　らも印刷できます ]
そ の 他　　入札の日時・場所等については、締切り後に申込者に対
　　　　　　して改めて通知します。
物　　件

所　在　地 地目（現況） 地　　積 売却予定価格
深田東字宮坂912番地
　　 〃 　　913番地
　　 〃 　　926番地

山林（原野）
宅地（竹林）
山林（原野）

1279㎡
669.38㎡
1239㎡

346,200円

町有財産売却のお知らせ

お問い合わせ・申込先　　あさぎり町　会計課　☎45-7224

お問い合わせ　　あさぎり町　農林振興課　☎45-7218

 

県道人吉水上線

高山グラウンド

旧深田中学校文
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　遠足や運動会、ハイキングなど、イベントが多い季節になりました。
　気温が高くなると食中毒が起こりやすくなります。食品の衛生的な取り扱いを心がけましょう。

お弁当を作るときは
・必ず食べる当日に作りましょう。
・作る前、食べる前には手をよく洗いましょう。
・食品は、中心部までしっかり加熱し、十分に冷ましてから弁当箱に詰めましょう。
・お弁当は、涼しいところで保管し、早めに食べましょう。
・食べ残しの食品は、思い切って捨てましょう。

バーベキューなどをするときは
　生肉にはO

オー

-157、カンピロバクター、サルモネラなどの食中毒菌が
付いている可能性があります。
・生肉と野菜は別々に盛りつけましょう。
・「焼くときの箸」と「食べるときの箸」は区別しましょう。
・肉は中心部まで十分に加熱して食べましょう。
　楽しい思い出を台無しにしないためにも、食中毒には十分注意しま
しょう。

春は行楽のシーズンです！食中毒に注意しましょう

サロン
だより

明廿地区　地域型サロン明廿地区　地域型サロン明廿地区　地域型サロン

　明廿地区では、昨年８月から介護予防サポーターが
中心となって地域型サロンが開催されています。毎月
開催されるサロンでは、地域の施設が血圧・体重・握
力測定などの健康管理に協力しており、測定の待ち時
間を利用して『間違い探し』といった脳のトレーニン
グもあわせて行われています。
　また、運動機能向上のための『あるある体操』やレ
クリエーションが毎回行われ、今回は『スカットボール』
（ゲートボールのようなもの）で競い合い、たいへん盛
り上がりました。
　明廿地区だけでなく、地域の協力を得ながら開催さ
れていることに、強い「地域力」を感じるサロンになっ
ています。

お問い合わせ先　あさぎり町　福祉課　☎45-7231／保健環境課　☎45-7216

▲　スカットボールで盛り上がっています

お問い合わせ先　熊本県人吉保健所　衛生環境課　☎22-3107
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☆なぜ、「食育」が必要なのでしょうか？
　近年の食をめぐる環境の変化の中、生活習慣の乱れからくる糖尿病等の生活習慣病の増加、子ども
の朝食欠食、孤食、高齢者の栄養不足、日本型食生活や伝統的食文化の衰退、食料自給率の低迷など、
様々な問題が生じています。
　全ての国民が心身の健康を確保し、生涯にわたって生き生きと暮らすことができる能力を身につけ
るための「食育」が重要になっています。
コケコッコ症候群になっていませんか？　～あさぎり健康21計画・食育推進計画より～
　コ「孤食」…ひとりで食べる
　ケ「欠食」…食事を抜く、不規則な食事
　コ「個食」…家族が別々のものを食べる
　コ「固食」…いつも決まったものばかり食べる
　朝食の欠食や孤食などの食習慣は、子どもの成長や生活習慣にも悪影響を及ぼすといわれています。

☆できることから始めてみませんか？
　まずは、『みんなの食育５か条』～楽しく・おいしく・しっかりよくかんで食べよう～にチャレンジ！！
第①条　しっかり食べよう朝ごはん・・・朝ごはんで元気を充電！
第②条　みそ汁をつくろう・・・ごはんとみそ汁は栄養的にも最高の組み合わせです！
第③条　好ききらいをせずに何でも食べよう
第④条　家族そろって楽しく食べよう
第⑤条　地元でとれたものを食べよう
　※　『みんなの食育 5か条』とは、あさぎり健康 21計画・食育推進計画の重点的な取り組みです。

☆「みそ汁塩分測定」と「みそ汁（適正塩分 0.8％のもの）試飲」事業を始めます！
　「毎朝食べてるうちのみそ汁は大丈夫かな？」、「濃くなってないかな？ちょうどいいみそ汁って？？」
と日頃思うこともあるのではないでしょうか？食改さんと栄養士が塩分測定いたします。
適正塩分のみそ汁も試飲されて、比べてみてください。
血圧が気になる方やおうちの味付けが気になる方等々、どなたでも大歓迎です！
ぜひ、ご利用ください！試飲だけでもオッケーですよ。お待ちしてます！
　　　日　　　　時：　毎月第 3水曜日　　午前 10時～ 11時　
　　　場　　　　所：　あさぎり町役場　本庁舎　ロビー
　　　持参するもの：　みそ汁・・・100㏄ほど汁のみを器（ビン等）に入れてご持参ください。
　　　　　食改さんのピンクのエプロンが目印ですよ！

お問い合わせ先　あさぎり町　保健環境課　☎45-7216

◎こころの健康相談　　　６月２１日（金）　無料　予約制
　精神科医師が相談に応じます。うつ、不眠、心の病気の対応などの相談はお気軽にどうぞ。

◎メンタルヘルス相談　　６月１４日（金）　無料　予約制
　臨床心理士によるカウンセリングです。悩み、ストレスなど心や気持ちの問題かなと思ったらご相談
ください。

健康相談日のお知らせ

　あさぎり健康 21応援コーナー

毎年 6月は『食育月間』、毎月 19 日が『食育の日』です。
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　天皇、皇后両陛下のご成婚を機に昭和 34 年から始まった熊本日日新聞
社主催の『金婚夫婦表彰』は、今年で 55 回目を迎えます。今年も表彰が
予定されていますが、あさぎり町でもこれに併せて記念品を贈呈します。
　そこで、次の事項に該当される方は、お早めに受付窓口までご連絡く
ださい。

被表彰資格者　昭和 38年１月１日から 12月 31日までの間に結婚され、夫婦そろって満 50年を迎えら
　　　　　　　れた方
受 付 期 間　６月３日（月）から７月 16日（火）まで
受 付 窓 口　役場福祉課（あさぎり町総合福祉センター内）
　　　　　　　または役場各支所　　　※電話でも受け付けができます
申し出内容　ご夫婦の氏名 ･年齢 ･結婚年月日 ･現住所 ･行政区 ･電話番号をお知らせください
そ　の　他　熊本日日新聞社主催のため、新聞への掲載が前提になります。申し出をされた表彰対象
　　　　　　　者には、後日表彰日程をお知らせします。

（趣旨）
　出生児の健やかな成長を願い、出生児の養育者であさぎり町に住所を有する者（６カ月以上あ
さぎり町に住所を有し、引き続き１年以上あさぎり町に住所を有することを確約される方）に対
して出生祝い金を支給するものです。
※あさぎり町に住所を有する者とは、あさぎり町住民基本台帳に記録されている者（外国人にあっ
ては外国人登録をしている者）で６カ月以上本町に生活の根拠を有するものをいいます。

（支給される金額）
　出生児１人につき５万円（第１子から支給されます。第２子以降同額です。）

（支給申請について）
　祝い金の支給を受けようとする時には、養育者は町長あてに支給申請
をしなければなりません。申請期限は出生日から起算して６カ月以内で
す。それ以降は申請できませんので注意が必要です。
　※申請書類はあさぎり町役場福祉課、町民課、各支所に備えてあります。

（申請に必要なもの）
○　印鑑
○　振込先の口座情報

お問い合わせ先　あさぎり町　地域包括支援センター　☎45-7231

『金婚夫婦表彰』対象者のみなさまへ

お問い合わせ先　　あさぎり町　福祉課　☎45-7214

あさぎり町出生祝い金のお知らせ
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あさぎり町福祉タクシー料金助成事業
あさぎり町では、心身障がい者（児）等の福祉の増進に寄与するため、心身障がい者の方がタクシーを

利用する際、その料金の一部を助成します。次の項目に該当される方は、役場に申請し『福祉タクシー利用
券』の交付を受けてください。
《対象となる人》
　４月１日現在で、あさぎり町に居住（住民票のある人、または外国人登録している人）し、次の各事
項に該当する在宅の人。

１. 身体障害者手帳の等級が１級、２級および３級下肢障害（単独判定）の人
２. 療育手帳の障害の程度がＡ１およびＡ２の人
３. 精神障害者保健福祉手帳の障害者等級１級に該当する人
４. その年度の４月２日から２月末日までに１から３に該当する人

申請に必要なもの 上に記載してある手帳、印鑑

申請場所 あさぎり町役場　福祉課（総合福祉センター内）および各支所

利用券交付枚数

・１～３に該当される方：年間１人当たり２４枚
・４に該当される方：対象者となった月の翌月から３月までの残月数に２を乗
　　　　　　　　　  じて得た枚数
・ただし、再交付は行いません

助成額 タクシー利用１回につき基本料金（初乗り料金）の額

利用できる
タクシー会社

中央タクシー　　　　☎ 45-0533
たらぎタクシー　　　☎ 42-3030
わけべタクシー　　　☎ 42-3939
むつみ交通　　　　　☎ 45-5722
優光　　　　　　　　☎ 42-5589

　　　お問い合わせ先
　　　　　あさぎり町　福祉課　　☎45-7214

身体障がい者相談員・知的障がい者相談員

　心身障がい者（児）の日常生活上のさまざま
な問題について相談に応じます。個人のプライ
バシーは固く守られますので、気軽にご相談く
ださい。　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

「知的障がい者巡回相談のお知らせ」

　知的障がい者を対象に、熊本県が巡回して、
医学的、心理学的判定を行い、その更正援護に
必要な総合的相談を受け付けます。

実 施 期 日：平成 25 年 7 月 9 日（火）
実 施 場 所：球磨地域振興局　大会議室
相談受付件数：球磨郡で 7名（先着順各市町村
　　　　　　　1名）
実 施 機 関：熊本県福祉総合相談所
　相談を希望される場合は、平成 25 年６月 14
日（金）までにあさぎり町役場福祉課へお申し
込みください。

※今回の巡回相談には、障がい児は含まれませ
んので申し添えます。

氏　　名 電話番号
身
体
障
が
い
者
相
談
員

中武マチヨ ４５－３８００

西木　明幸 ４５－３５７０

田中　信　 ４５－１６３７

遠山　幸穂 ４５－５２６８

高田　将一 ４５－０７８１
知
的
障
が
い

者
相
談
員

森岡しをり ４５－１０００

福祉課からの
お知らせ



24

Hello, everyone!!ALT’s 
コーナー

An Early Spring
　　Last time I wrote about the stars at night keeping me warm through the winter. Now I am writing 
you in the midst of spring. The gingko tree's bright green hue outside the window of Asagiri Junior 
High School is a sight to see! And it is only April 8th!

　　One aspect of living in Asagiri that I truly enjoy is the latitude. The latitude is much farther south 
than where I come from. My home in Connecticut is on the same latitude as Hokkaido. Because of 
this, the fi rst spring fl owers start blooming at the beginning of April. As for the trees, they do not start 
budding until the middle of April. Connecticut does not see full green on its trees until May! 

　　Since I enjoy the sunshine, like going outside, and love the warm weather, I really appreciate the 
early spring I experience here in Kuma County. Hope to see you outside!　　　　　　  　 　Brian Dinnie

一足早い春
　前回私は、冬の間私を暖かい気持ちにしてくれる夜空の星のことを書きました。今回は、春の真っ只中にこれを書いています。あさぎり中学校の
窓から外に見えるイチョウの新緑は見事です。まだ４月８日なのにですよ！
　あさぎり町に住んでいてうれしいことの１つは、緯度です。あさぎり町の緯度は私の出身地と比べると、ずっと南になります。私の故郷コネチカ
ット州は、北海道と同じ緯度にあります。そのため、４月上旬に春の花が咲き始めます。４月中旬まで、木々の芽は出ません。コネチカット州は５
月まで、緑いっぱいの木々を見ることはないのです。
　私は太陽の光、外に出ること、そして暖かい気候が大好きなので、この球磨郡で一足早い春を体験出来て、本当にうれしいです。外で皆さんと会
うことがあったらいいですね！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　ディニー・ブライアン（訳：白柿浩美）

今月の英語
sight to see  =「見事、見物」
例：Kumamoto Castle is a sight to see.　　　熊本城は見事です。

あさぎり中学校の
イチョウの木

　『リーダーとしての資質
を磨き、未来の人材を育成
するとともに、地域力の向
上を図る！』今回は、講師
を招きお勉強♪

　『リーダーとしての資質
を磨き、未来の人材を育成
するとともに、地域力の向
上を図る！』今回は、講師
を招きお勉強♪

　『リーダーとしての資質
を磨き、未来の人材を育成
するとともに、地域力の向
上を図る！』今回は、講師
を招きお勉強♪

　4 月 28 日におかどめ公園で歓送迎会を
行いました。新入団員！これから一緒に
頑張ろう !!
☆引き続き団員は　募集中です！！
　気軽に連絡ください！！

★青年団に必要なもの★
　①ネットワーク（連携）
　②フットワーク（実践）
　③チームワーク（協力）
★リーダーに求められるもの★
『もったいない』を心におき
　　　　　　行動すること！！

野々脇　匠一（26）
今年度も頑張ります！
いつ青年団に入るの？
今でしょ!!

団長続投 !!

＜問合せ先＞
　asa-seinen@silver.plala.or.jp
＜球磨郡青年団協議会ＨＰ＞
　『球磨郡青年団協議会』で検索

退団者

新入団者

お疲れ様でした！

講演
『もったいない。　地域づくり、
　　　　　人づくり、元気づくり』
講師　：　本田　節　氏
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あ
さ
ぎ
り
町
住
宅
建
築
等
補

助
事
業
の
ご
案
内

６月１日から７日は水道週間です

第 55 回水道週間スローガン『復興の　未来と生命（いのち）　照らす水』
　６月１日から７日までの１週間にわたり第 55 回水道週間が実施されます。この水道週間は、水道に
ついての理解と関心を深めることを目的に毎年行われています。私たちが生活するうえで、水道は電気
やガス等と同様に重要なライフラインです。

限りある資源『水』を大切に使いましょう！

お問い合わせ先　あさぎり町　上下水道課　☎45-7222

国
民
生
活
基
礎
調
査
の
お
知
ら
せ

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
国
際
線
振
興
協

議
会
助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
木
造
住
宅
の
新
築
ま
た
は
改
築

に
対
し
、
建
設
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
新
築

町
内
に
居
住
す
る
木
造
住
宅
を
地
元
産
材

80
％
以
上
使
用
し
て
建
設
す
る
も
の
。

＊
地
元
産
材
（
人
吉
球
磨
で
生
産
さ
れ
、

か
つ
、
あ
さ
ぎ
り
町
内
で
製
材
さ
れ
た

木
材
）

■
改
築　

※
経
費
が
10
万
円
以
上
の
工
事
対

象①
住
宅
の
修
繕
、
補
修
、
改
築
、
増
築

②
壁
紙
の
張
り
替
え
、
屋
根
・
外
壁
の
塗

り
替
え
な
ど

③
太
陽
光
発
電
等
の
CO2
削
減
（
環
境
負
荷

の
軽
減
）
に
つ
な
が
る
工
事

■
助
成
金
額

補
助
対
象
工
事
費
の
10
％
以
内
で
、
20
万

円
を
上
限
に
補
助
し
ま
す
。

た
だ
し
、
環
境
負
荷
の
軽
減
の
た
め
に
行

う
工
事
に
つ
い
て
は
10
万
円
を
補
助
の
上

限
と
し
ま
す
。（
オ
ー
ル
電
化
や
太
陽
光

発
電
設
備
な
ど
）

■
そ
の
他　

工
事
は
、
町
内
に
主
た
る
事
務
所
を
有
す

る
法
人
ま
た
は
個
人
業
者
で
、
こ
の
事
業

に
基
づ
く
事
業
登
録
を
受
け
た
施
工
業
者

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
予
算
に
達
し
た
時
点
で
受
け
付
け
終
了

＊
着
工
１
カ
月
前
ま
で
に
申
請
。（
様
式

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
）

　

国
民
の
す
べ
て
の
皆
様
に
健
康
で
明
る
く

豊
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
施

策
を
企
画
立
案
す
る
た
め
に
は
、
皆
様
の
生

活
に
お
け
る
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
年
金
、

所
得
等
調
査
し
、
実
態
を
正
し
く
知
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
こ
の
調
査
は
、
こ
う
し
た
目

的
の
た
め
に
厚
生
労
働
省
が
毎
年
実
施
す
る

大
変
重
要
な
調
査
で
す
。

　

今
年
は
、
６
月
６
日
（
木
）《
世
帯
票
・
健

康
票
・
介
護
票
》と
７
月
11
日（
木
）《
所
得
票
・

貯
蓄
票
》
が
調
査
日
で
す
。
全
国
で
は
、
５
，

５
３
０
地
区
が
対
象
、
県
内
で
は
１
２
０
地

区
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
県
が
任
命
し
た

調
査
員
が
各
調
査
世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
を

行
い
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
員
は
身
分
証
明
書
と
し
て
調

査
員
証
（
写
真
付
き
）
を
所
持
し
て
い
ま
す
。

調
査
地
区
に
居
住
さ
れ
て
い
る
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

調
査
対
象
地
区

　

・
あ
さ
ぎ
り
町
覚
井
地
区

※
記
載
し
て
い
る
地
区
の
全
部
又
は
一
部
が

該
当
し
ま
す
。
な
お
、
７
月
11
日
の
調
査

《
所
得
票
・
貯
蓄
票
》
に
つ
い
て
は
調
査

対
象
外
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

（
１
）　

団
体
利
用
促
進
事
業

　

熊
本
〜
ソ
ウ
ル
線
（
定
期
便
）
及
び
熊

本
〜
台
湾
間
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
利
用
し

て
旅
行
す
る
団
体
に
対
し
、
予
算
の
範
囲

内
で
助
成
を
行
い
ま
す
。
助
成
金
は
一
人

当
た
り
５
，
０
０
０
円
で
、
一
団
体
に
つ

き
30
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

（
２
）　

修
学
旅
行
助
成
事
業

・
熊
本
〜
ソ
ウ
ル
線
（
定
期
便
）
・
台
湾

（
チ
ャ
ー
タ
ー
便
）
・
中
国
広
西
壮
族
自

治
区
（
チ
ャ
ー
タ
ー
便
）

　

こ
れ
ら
を
利
用
し
て
修
学
旅
行
を
実
施

す
る
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
に
対

し
予
算
の
範
囲
内
で
助
成
を
行
い
ま
す
。

（
３
）　

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
助
成

事
業

　

３
年
以
上
に
わ
た
り
韓
国
の
団
体
と
継

続
的
な
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
活

動
を
行
う
団
体
に
対
し
て
予
算
の
範
囲
内

に
お
い
て
助
成
を
行
い
ま
す
。
助
成
金
の

額
は
、（
１
）
の
助
成
額
に
、
交
流
活
動

に
必
要
な
経
費
を
加
算
し
た
額
に
な
り
ま

す
。
１
団
体
に
つ
き
10
万
円
を
限
度
と
し

ま
す
。

留
意
事
項

・
助
成
を
受
け
る
に
は
、
事
前
の
申
請
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

人
吉
保
健
所
総
務
福
祉
課

　

☎
０
９
６
６-

２
２-

５
２
８
９

お
問
い
合
わ
せ
先

　

あ
さ
ぎ
り
町　

商
工
観
光
課

　

☎
４
５-

７
２
２
０

お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
国
際
線

　

振
興
協
議
会
事
務
局

　

☎
０
９
６-
３
３
３-

２
１
６
５

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６-

３
８
５-
４
８
１
５
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交通事故の発生状況（1月1日から4月末日まで）交通事故の発生状況（1月1日から4月末日まで）
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交通事故の発生状況（1月1日から4月末日まで）
町村別事故発生状況管内の事故情勢
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2

00

６　月　休　日　在　宅　当　番　医　（町のホームページでも検索できます）
期　日 上 球 磨 中 球 磨 その他地域 小 児 科

6月 2日 宮 原 医 院
（多良木町） ☎ 42-2082

ほづみ皮膚科医院
（錦町） ☎ 26-5300

公立多良木病院小児科
（多良木町） ☎ 42-2560

6月 9日 横 山 医 院
（多良木町） ☎ 42-2132

小川整形外科医院
（錦町） ☎ 38-3455

権 頭 医 院
（相良村） ☎ 36-0008

人吉総合病院小児科
（人吉市） ☎ 22-2191

6月16日 仁田畑クリニック
（多良木町） ☎ 42-1123

脳神経外科小林クリニック
（錦町） ☎ 38-5670

堤病院附属九日町診療所小児科
（人吉市） ☎ 22-2251

6月23日 井 口 医 院
（多良木町） ☎ 42-5570

たかの眼科
（あさぎり町） ☎ 47-2550

やまむら医院
（あさぎり町） ☎ 45-0005

6月30日 東　病　院
（あさぎり町） ☎ 45-5711

増田耳鼻咽喉科クリニック
（あさぎり町） ☎ 45-8001

たかはし小児科内科医院
（人吉市） ☎ 24-2222

＊診療時間は午前９時から午後５時までとなります。なお、諸事情により変更の場合がありますので受診時は医療機関にご確認ください。

６　月　休　日　在　宅　当　番　薬　局　（町のホームページでも検索できます）
期　日 上 球 磨 その他

6月 2日
多良木いちご薬局（多良木町）　　　　　　☎ 42-6888 清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）　☎ 49-9600

山口薬局ピーチ店（多良木町）　　　　　　☎ 42-7712 山口薬局（多良木町）　　　　　　　　　　☎ 42-2123

6月 9日 清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）　☎ 49-9600

6月16日
ひご薬局多良木店（多良木町）　　　　　　☎ 49-1011 清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）　☎ 49-9600

百太郎薬局（錦町）　　　　　　　　　　　☎ 28-8123

6月23日
たらぎ調剤薬局（多良木町）　　　　　　　☎ 43-0221 清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）　☎ 49-9600

くるみ薬局（あさぎり町）　　　　　　　　☎ 49-9630 エスエス堂きりん本町薬局（あさぎり町）　☎ 45-6330

6月30日 岡原けんこう堂薬局（あさぎり町）　　　　☎ 45-6023 清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）　☎ 49-9600
＊諸事情により変更の場合がありますのでご確認ください。

人身事故件数 死者数 負傷者数

平成 24年 26件 1人 34人

平成 25年 11件 0人 13人

前年比 － 15 件 － 1 人 － 21 人

前月比 ± 0 人 ± 0 人 ± 0 人

　

次
の
方
々
の
ご
遺
族
か
ら
、
あ
さ
ぎ
り
町
社
会
福

祉
協
議
会
へ
多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
使
途
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
芳
志
に
添
う
よ
う

慎
重
に
考
慮
し
、
本
町
の
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
厚
情
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
故

人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
25
年
４
月
１
日
〜
４
月
末
日
受
付
分
ま
で
）

※
敬
称
略

校
区　
　

寄
附
者　
　
　

故
人

　

免
田　

藤
井　

道
子　

藤
井　

信
宏

　

上　
　

吉
永
ヒ
フ
子　

吉
永　

安
雄

　

岡
原　

岡
田　

良
一　

岡
田
シ
ト
セ

　

上　
　

牧
野　

文
俊　

牧
野　

明
美

　

上　
　

村
上　

仁
介　

村
上　

仁

　

免
田　

永
井　

勝
彦　

永
井
一
六
光

　

上　
　

岩
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◎本庁舎

総務課 ☎ 45-1111
企画財政課 ☎ 45-7211
税務課 ☎ 45-7212
町民課 ☎ 45-7213
会計課 ☎ 45-7224
保健環境課 ☎ 45-7216
教育委員会 ☎ 45-7226
商工観光課（無料職業紹介所）
 ☎ 45-7200

◎東庁舎

建設課 ☎ 45-7221
上下水道課 ☎ 45-7222
農林振興課 ☎ 45-7218
商工観光課 ☎ 45-7220
農業委員会 ☎ 45-7225

◎総合福祉センター

福祉課　福祉総合
 ☎ 45-7214
福祉課　高齢福祉
 ☎ 45-7215
福祉課　地域包括支援センター
 ☎ 45-7231
福祉課　介護・障害認定審査会 
 ☎ 45-3920

◎各支所など

議会事務局 ☎ 47-0312
上支所 ☎ 47-0311
岡原支所 ☎ 45-2222
須恵支所 ☎ 45-1121
深田支所 ☎ 45-1133
しらがね寮 ☎ 45-6668
社会福祉協議会 ☎ 49-4505
学校給食センター ☎ 45-7232

( 土・日・祝祭日の支所への電話は、役場本庁舎へ転送されます）

総 建 議

商

上下水企
税
町
会
保
教
職紹

農林

農委

福祉

高齢

包括

認定

上支
岡支
須支
深支

社協
給食

しらがね

日 月 火 水 木 金 土

公共料金（６月分）についてのお知らせ
【保育料、介護保険料、町営住宅使用料、上下水道使用料、個人町県民税（第１期）】
　口座振替日　６月 25日（火）
　納期限　　　７月  １日（月）

八代年金事務所　　　　0965-35-6123

リサイクルの日
（岡原）

母子手帳交付
免田保健センター
（9:00～9:20受付）
年金相談
人吉市消費生活セ
ンター
（9:00 ～ 17:00 予約制）

子育てサロン上会場
旧上村役場
（9:30 ～ 11:30）

年金相談
多良木町多目的研
修センター
（9:00～17:00予約制）

上校区高齢者料理
教室
上議場調理場（9:30 ～）

年金相談
人吉市消費生活セ
ンター
（9:40 ～ 16:00 予約制）

リサイクルの日
（免田）

年金相談
人吉市消費生活セ
ンター
（9:00 ～ 17:00 予約制）

上転倒予防教室
白寿荘（9:30 ～）
須恵転倒予防教室
須恵文化ホール
（13:30 ～）

年金相談
錦町農業就業改善
センター
（9:00 ～ 17:00 予約制）
育児相談
免田保健センター
（14：30 ～16：00）
免田転倒予防教室
免田保健センター
（13:30 ～）
無料法律相談
ポッポー館（13:00
～ 16:00　予約制）

深田転倒予防教室
せきれい館
(13:30 ～）

年金相談
人吉市消費生活セ
ンター
（9:40 ～ 16:00 予約制）
免田校区高齢者料理
教室
免田保健センター
（9:00 ～）
メンタルヘルス相談
免田保健センター
（13:30 ～ 16:30）

リサイクルの日
（上）

年金相談
人吉市消費生活セ
ンター
（9:00 ～ 17:00 予約制）
母子手帳交付
免田保健センター
（9:00～9:20受付）
深田校区高齢者料理
教室
せきれい館 (9:30～）

子育てサロン上会
場
旧上村役場
（9:30 ～ 11:30）
岡原校区高齢者料理
教室
岡原保健センター
（9:00～）
岡原転倒予防教室
岡原保健センター
（13:30 ～）

年金相談
多良木町多目的研
修センター
（9:00～17:00予約制）

年金相談
人吉市消費生活セ
ンター
（9:40 ～ 16:00 予約制）
男性料理教室
免田保健センター
（9:30 ～）
こころの健康相談
免田保健センター
（13:30 ～予約制）

リサイクルの日
（須恵・深田）

年金相談
人吉市消費生活セ
ンター
（9:00 ～ 17:00 予約制）

公共料金（６月分）
納期限

上転倒予防教室
白寿荘（9:30 ～）

年金相談
錦町農業就業改善
センター
（9:00 ～ 17:00 予約制）

年金相談
人吉市消費生活セ
ンター
（9:40 ～ 16:00 予約制）
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あさぎり町の人口（５月１日現在）
総数：16,694（＋27）人／世帯数：5,931（＋24）戸／男：7,803（＋14）人／女：8,891（＋13）人

あとのまつりあとのまつり
編集後記編集後記

あとのまつりあとのまつり
編集後記編集後記

あとのまつり
編集後記

　町花でもあるリュウキンカが群生してい
る「丸池」では、ミズバショウの花が見頃
を迎えています (^_^)

『ミズバショウ』

今月の１枚  　
～『今日のあさぎり町』より～

あさぎり町のホームページアドレス
http://www.asagiri-town.net/

ここを
　クリック

町ホームページでは、
あさぎり町の一日の出
来事を写真でご紹介し
ています。

Ｈ25.5.7

　天子の水公園には、熊本名水百選に選ばれた湧水
があり、20種類以上の花菖蒲、約 3万株が、5月下
旬から 6月中旬まで可憐な花を咲かせ、訪れる人を
魅了します。園内を流れる小川には、ホタルが生息し、
夜には幻想的な光景を見ることができます。
　今年も、6月 2日（日）に花菖蒲まつりが開催さ
れます。地元保育園によるお遊戯や『天子の水』を使っ
た抹茶のふるまい、バザーなどを行います。皆様の
お越しをお待ちしております。
　大人気のゆるキャラ『くまモン』もやってきます !!

天子の水公園　花菖蒲まつり　６月２日開催！

お問い合わせ先
　あさぎり町　商工観光課　☎45-7220

日時　６月２日（日）
　　　午前 10時～午後３時（小雨決行）
会場　天子の水公園
　　　（あさぎり町深田　古草城地区）

　あっという間に桜が散ってしまい、花粉や黄砂
に悩まされる春。
　４月に子ども見守り隊で朝、通学路に立ってい
ましたが新入生や進級した子どもたちの元気な登
校の様子を見て、やっぱり春はいいなぁと笑顔に
なりました。
　春の陽気にさそわれますが車などの運転は交通
安全を心がけ、子どもたちが安心して通学できる
ように地域の皆さんのご協力をお願いします！

　　　　　　　　　　 （妙翠庵）

　新緑が眩しい季節になりました。時々、黄砂など
で周りの山がかすんで見えるのが残念ですが。
　ところで、ＧＷもあっという間に終わってしま
いました。
　今月は、町内でも小中学校で運動会が予定され
ています。生徒や子どもたちは毎日練習に励んで
います。がんばれ～！！　　　　　　　　　  （Ｍ）


